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5 つで OECD− DAC（先進国の途上国支援に関する集まり）の推奨を受けて
います。こうして比較を行った結果、結論を得、その結論を基に当該案件向け
の提言と類似案件向けの教訓を導きだします。こうした評価業務も相手国政府
の関係者と共に行い、日本のODAを援助する側、受ける側双方での説明責任
や透明性を確保しているのですが、そうした業務に参加し、関係書類を作り、
交渉のお手伝いをするのが私の役割です。
さて、様々な国でODAの仕事の末端を担っていますが、常にコミュニケー
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ションの重要性を感じながら仕事をしています。コミュニケーションといえ
ば、先ず言葉を思い浮かべると思います。ODA業務に従事する中で、読む、書
く、話す、全てにおいて高いコミュニケーション能力が問われるのは間違いな
いです。言語の種類は、英語はもちろんですが、出来ればフランス語、スペイ
ン語が出来るともっと仕事の幅が増えます。出来る人は少ないので、例えばみ
なさんの中にもフランス語、スペイン語を勉強している学生さん多いと思いま
すが、物凄く貴重です。ぜひしっかり勉強して、援助業界で語学を活かして頂
きたいです。
求められるレベルは、少なくとも英語は高いですが、日常で使う英語は実は
せいぜい高校レベルで幾つかの業界用語さえわかっていれば、あとは如何に正
確にこちらの意図を伝え相手の話を理解するか？に腐心します。途上国の英語
はアメリカやイギリス人の英語とは違い、それぞれの国のアクセントや言い回
しが皆違います。慣れた頃に出張が終わるのもしばしばです。逆にいうと、
ジャパニーズイングリッシュでも全く問題ないということ。また、話し方も、
例えばバングラデシュでは流暢な英語が尊重されますが、カンボジアではゆっ
くり、たどたどしい英語のほうが却って受け入れられるという具合に、国によっ
ても変わります。一方で、報告書など文書を書く際は、正確さとともに、洗練
された言い回しが必要であり、国際機関の報告書を読むなど日々勉強です。
「論理性と感情」についてどう考えているか、ですが日本語はとても非論理的
な言語だと考えます。例えば日本語は主語がなくとも伝わる。他方、英語は主
語なしには文章にならない。日本語の書類を英語に直すと如何に非論理的な伝
わりにくい言語であるか、に気づくことがあります。思考も含めて論理的に物
事を捉えて説明できることは外国で働く場合に非常に重要と考えます。例えば
PCM手法はシンプルですが論理的な手法です。途上国を始め世界の様々な国
で広く使われるのも明確な論理性に裏付けされていることも大きいと考えま
す。かといって、感情はいらないのか？というとそうではありません。逆に、
感情は政府対政府との交渉でもやはり重要なのでは？と感じることが多いで
す。
言葉以外のコミュニケーションといえば、目をしっかり見ながら、はっきり
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とものを話すのが重要です。自信を持って話すとそれらしく聞こえるものであ
り、「伝えたい」「理解したい」という気持ちがまっすぐな目線を生みます。ま
た、笑顔やちょっとしたしぐさも、相手と分かり合えると感じる瞬間です。お
そらくは、話の内容にも拠りますが、現地調査を行う短期間に相手との理解を
如何に深められるか？が仕事の出来不出来に大きく影響があるので、こうした
点も重要と考えます
私の関わる国際協力の領域は本当に小さく、末端の部分でしかありませんが、
一つ一つの仕事に心をこめて従事しているつもりです。コミュニケーションは
「心」だといつも思いますし、途上国の人の立場に立ちつつも客観的に物事を捉
え、様々な問題の解決の糸口を共に探していく作業であると感じています。そ
れぞれの国で背負った歴史、経済、民族、言葉、全てが異なる中で、コミュニ
ケーション力は鍛えられていくものだ、とも感じています。
以上
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